






要約:沖縄県平良市池間・狩俣地区での乳幼児の総合的歯科保健計画の中で、食生活を変え

ることによって歯肉炎の発現を減少させる試みを行った。動機づけとして手紙を郵送し、

歯肉炎スコアを低下させることができたが、その効果を持続させることはできなかった。

歯肉炎スコアの高いこどもが増加する傾向も認められ、これまでとは違った形の食生活指

導が必要である。 


